
W371A 
SAMウーファー・システム

オペレーティング・マニュアル



2

イントロダクション
Genelec製品をお選びいただき誠にありがとうございます。信頼性

の高いサウンドを再現するという夢の実現は、1978年の創業から現在
に至るまで、Genelecの情熱の源です。Genelecモニターは、すでに
世界中に 100万台以上出荷されています―Genelecのストーリーによ
うこそ！

Genelecモニターは長い製品寿命を目標に設計されており、認定さ
れたサステナブルな製造工程のもと、フィンランドのイーサルミで細心
の注意を払いハンドメイドで生産されています。製品は出荷前に 1台
ずつ検証と調整が施され、長期にわたり保守パーツもサポートされます。
省エネルギー設計により、自動スタンバイ・モード時だけでなく、通常
運用時でも低消費電力で駆動します。

購入後は、Genelecウェブサイト（http://www.community.genelec.
com/）にて製品をご登録ください。

登録することで保証期間が通常の 2年から 5年へと延長され、長期
にわたり保証サービスと保守パーツがサポートされます。

システム特性
Genelec W371Aは、斬新な信号処理により低域の音声信号を多様

に放射する、最新のアダプティブ・ウーファー・システムです。

高い精度と信頼性が求められるプロフェッショナルなモニタリング
に最適な製品です。The Onesモニターと組み合わせることで、数々の
卓越した Genelecテクノロジーの恩恵を受けることができます。極め
て広いオーディオ帯域の指向性をコントロールでき、ポイント・ソース・
オーディオのメリットを提供します。

低域の指向性をコントロールできることで、リスニング・ルームの
特性やスピーカーの特性、リスニング・ポジションに応じた最適な低域
指向特性を選択できます。W371Aは、特定周波数に顕著な音響ノッチ
（キャンセレーション）が生じる、音響的にコントロールが難しいと言
われる空間でも、フラットで自然な低域周波数特性を実現します。

W371Aは、より広い周波数レンジと、包容力に優れたサウンドの提
供を可能とした、従来のサブウーファーとは一線を画すアダプティブ・
ウーファー・システムです。ステレオ・イメージを崩すことなく、低域
を再現することができます。

W371Aは、組み合わせて使用するメイン・モニターの下またはすぐ
側で、音響的に反射の多い壁からの距離をある程度取りながら自立して
設置することを前提に開発されています。

W371Aは、ウーファー・ユニットを 2基搭載しています。上部のウー
ファーは密閉型、下部のウーファーはバスレフ・ポート型のウーファー・
システムが採用されています。各ユニットは 400Wのアンプでそれぞ
れ駆動され、DSPで制御されます。詳細は、本マニュアル 3ページ目
のブロック図（図 4参照）をご参照ください。

W371Aは、組み合わせて使用するモニターとペアで音響補正を行う
ことで真価を発揮する製品です。補正処理は、Genelec GLMソフトウェ
アで実行できます。

1台のW371Aと 1台のメイン・モニターを組み合わせ、Genelec 
GLMスピーカー・マネージメント・ソフトウェアで音響測定を実行す
ると、W371Aがメイン・モニターの出力に合わせて補正されます。こ
れにより全体の周波数レンジが広がり、最大 SPLと動的キャパシティ
が増加します。つまり、W371Aがメイン・モニターを拡張する役
割として機能します。W371Aは、Genelec 8341A、8351Bおよび
8361A“The Ones”3ウェイ同軸モニターに対応します。従来のニア
フィールド・モニタリングの範囲より離れたリスニング・ポジションで
も理想的なポイント・ソース・モニタリングを可能にします。

製品内容
製品にはGLMネットワーク・アダプター・キット（x 1、以下GLM 

Kit）、電源ケーブル（x 1）、ネットワーク ･ケーブル（5 m x 1）、オペ
レーティング・マニュアル（本書）が付属します。

オペレーティング・モード
W371Aは、3つの異なるオペレーティング・モードで低域を出力し

ます。使用する空間や用途、必要なスイート・スポットのサイズによっ
て、最適なモードは異なります。

一度すべてのモードをセットアップし、各モードを聴き比べた上で、
使用するモードを選択することができます。

GLMソフトウェアは、キャリブレート完了後に特性のフラットさと
位相の相関の度合いをスコアで表示し、最終的な補正の品質を評価しま
す。これらのスコアは、お使いの環境に最適なオペレーティング・モー
ドを選択する際の目安として使用できます。ただしこれらのスコアはあ
くまで目安として使用し、最終的にどのモードを選択するかは、各モー
ドで補正したシステムを実際に聴き比べて判断することをお勧めします。

選択可能なオペレーティング・モードは以下の通りです。

コンプリメンタリー・モード：2基のウーファーが個別に動作し、フラッ
トな周波数特性を実現します。初期設定のオペレーティング・モードです。

コンティニュード・ダイレクティビティ・モード：2基のウーファーが
同様に動作し、The Onesとの連続的な指向性マッチングを実現します。

このモードでは、超低域まで一定の指向性を維持することが可能です。

図1.   W371Aの構造と8351Bモニター

密閉型ウーファー・
システム 

バスレフ型ウーファー・
システム 
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SIGNAL FLOW DIAGRAM OF W371A WOOFER FOR THE ONES

GLM

Nullステアリング・モード：残り 3つの動作モードは、アンチリプレッ
ション・モードです。これらのモードでは、個別のフィルターセットを
呼び出します。それにより床、後壁（スピーカーの後ろ）、および側壁
により生じる一次反射方向への出力を減らすように最適化された指向性
パターンが提供されます。

GLM™（Genelec Loudspeaker Manager™）
ソフトウェアおよびGLM Kit

GLMソフトウェアは、W371Aの性能を最大限に引き出し、リスニ
ング ･ルームの室内音響を最適に補正します。W371Aをセットアップ
する際は、常にGLMソフトウェアを使用することをお勧めします。

GLMソフトウェアは www.genelec.jp/glmより無料でダウンロー
ド可能です。ウェブサイトを定期的に確認するか、クラウド版を使用す
ることで、常に最新の機能を活用することができます。

GLMネットワークの構築と運用には、GLMアダプターや計測用マ
イクロフォンなどの必要なハードウェアが同梱される GLM Kitが必要
です。GLM Kitは、W371Aに付属します。

SAM™（Smart Active Monitor）
Genelec SAMテクノロジーは、モニタリングの信頼性と精度を改善
します。スマート・アクティブ・モニターに搭載される複数のパラ

メトリック・ノッチ／シェルビング・フィルターを GLM（Genelec 
Loudspeaker Manager）ソフトウェアが自動的に調整し、室内音響
によるサウンドの変化を正確に補正します。こうして SAMモニターは、
あらゆる音響環境でのニュートラルなサウンドと正確なステレオ・イ
メージを実現します。W371Aは、低域での SAMテクノロジーの効力
を拡張します。

オーディオ入力
W371Aは、バランス・ラインレベル・アナログ入力および AES/

EBUデジタル入力を備え、あらゆるプロフェッショナル環境に対応し
ます。アナログ信号の最大入力レベルは、+25 dBu（13.7 Vrmsまた
は 19.5 Vピーク）です。入力感度を最大に設定すると、-6 dBuのア
ナログ信号を入力した際に 100 dB SPL（@1m）の音圧レベルを実現
します。また、-30 dBFSのデジタルオーディオ信号を入力した際は
100 dB SPL（@1m）の音圧レベルを実現します。※ 0 dBFSは、最
大デジタル許容入力値を示します。

XLRオス・アナログ出力端子は、アナログ入力信号をそのままスルー
出力します。アナログ信号使用時にペアとなるメイン・モニターに接続
するために使用する端子です。

アナログ入力は、AES/EBU非接続時に選択されます。AES/EBU
フォーマットのデジタル・オーディオ入力は、適切なデジタル・オー
ディオ信号（無音も含む）の入力が検出されると自動的に有効になりま

図2.  W371A背面パネルの端子およびスイッチ 図3.  接続パネル詳細

図4.  W371Aの機能ブロック図
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す。W371Aが GLMネットワークの管理下にある場合はこの機能が無
効となり、いずれの入力も選択可能になります。

AES/EBU入力は、2チャンネルのオーディオ信号を 1本のケーブル
で伝送します。XLRオス・デジタル出力端子は、デジタル入力信号を
そのまま出力します。デジタル信号使用時にペアとなるメイン・モニター
に接続するために使用する端子です。

電源マネージメント
W371Aの電源は、世界中のあらゆる電圧（AC100～ 240 V、50～

60 Hz）に対応し、世界のどの国でも使用可能です。電圧が変動した場
合でも、常に最大電源出力をドライバーに提供します。発電機やインバー
ター、品質の低い UPS機器を使用する場合は、供給電圧を安定させる
ため高調波のフィルタリングを行うことをお勧めします。

省電力機能 ISS ™（Intelligent Signal Sensing）を搭載し、一定時
間信号入力が検出されない場合、消費電力 2W以下のスタンバイ・モー
ドに自動的に切り替わります。スタンバイ・モードは、入力が再び検知
されると自動的に解除されます。省電力モードが有効になるまでの待機
時間は、GLMソフトウェアで設定可能です。ISSを有効にすると、モ
ニターの電源を常時オンにしておくことができるため、システムの運用
を即座に開始できます。

W371Aの設置
W371Aは、自立による設置が可能です。W371Aの上にメイン・モ

ニターを設置するのが理想的ですが（図 6参照）、W371Aをメイン・
モニターの背後や横に設置する方法も可能です。ただし、W371Aをメ
イン・モニターと離れた位置に設置することは避けてください。また、
アンプやバスレフ・ポートの通気を確保するため、壁から 10 cm以上
離して設置してください。メイン・モニターと同様に、音響軸をリスニ
ング・ポジションに向けて設置してください。また、部屋に対して左右
対称の位置に設置することを強くお勧めします。

図5.  音響軸の位置と向き 図6.  W371Aとモニター設置のガイドライン。 
推奨は緑色のエリアで黄色のエリアへの設置も可能。

図7.  付属のケーブル・クリップを用いたケーブリング例。ウーファー
の振動板にケーブルが触れない様にご注意ください。

音響軸

868 mm
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図9.  アナログ・ステレオ・オーディオ信号のケーブル接続

図10.  AES/EBUデジタル・オーディオ信号のケーブル接続
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図8.  付属のネットワークケーブル（5 m）を用いたGLMネットワークの接続例 ※オーディオ信号用のケーブル接続は含まず
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W371Aと The Oneモニターのケーブル接続
W371Aの背面パネルには、ケーブルをまとめるクリップが搭載さ

れています。ドライバーや電子回路との距離を保つことができ、ケー
ブルによる不要なノイズを抑えることができます。取り付けは付属の
M4x10を用いて、サイズ 20のトルクス・ドライバーを使用してくだ
さい。正しいトルクは 2 Nmです。ネジの締め過ぎにご注意ください。

GLM™コントロール・ネットワークを用いた 
セットアップ

W371Aおよび SAMアクティブ・モニター・シリーズのシステム・
セットアップおよびキャリブレーションは、GLMソフトウェア（PC/
Mac）でのみ実行可能です。セットアップの手順と GLMの使用に関す
る詳細は、GLMシステム ･オペレーティング・マニュアルをご参照く
ださい。

GLMソフトウェアおよびGenelec独自のモニター・コントロール・
ネットワークは、モノラルやステレオから複雑な 3Dイマーシブ・シス
テムまで、複数のサブウーファーも含むあらゆる再生システムに対応し、
音響の均一化と補正を自動的に行います。GLMには、モニタリング・
システムの自動測定／補正を行う AutoCalが搭載されます。数千にも
及ぶプロフェッショナルのリスニング環境から得られたデータを元に構
築された優れたアルゴリズムです。

GLM Kitによるセットアップは、以下の手順で行います：

• 各モニターとアダプティブ・ウーファー・システム、そして最後に
GLMアダプターのコントロール・ネットワーク入力をCAT5（RJ45）
ケーブルで接続します（図 8参照）。

• GLMアダプターとコンピューターを USBケーブルで接続します。

• Genelec測定用マイクロフォンを取り付けたマイク・スタンドをリ
スニング・ポイントに設置します。マイクロフォンは上に向け、エ
ンジニアの耳の高さに合わせてスタンドを調整します。測定用マイ
クロフォンはGLM Kitに付属します。

• マイク・ケーブルをGLMアダプターのマイク入力に接続します。

• Genelecのウェブサイト（www.genelec.jp/glm/）からGLMソ
フトウェアをダウンロードします。GLMソフトウェアをインストー
ル /起動し、画面の指示に従いモニターの計測と設定を行います。

• コンピューター無しのモニター運用を予定している場合は、GLM
ソフトウェアを用いて設定を機器本体に保存してください（メニュー
“Group”>“Store Group Settings”）。

GLMネットワークを使用すると、スピーカー・セットの切り替えや
オーディオ・チャンネルのソロ／ミュート、補正後の再生レベルの変更
など、日々の運用に便利なモニター・コントロールが可能です。これら
の機能を使用するには、GLMネットワークに接続されたコンピューター
でGLMソフトウェアを起動する必要があります。

キャリブレーションやセットアップの設定を固定して運用する場合
は、各設定をネットワーク内のすべてのモニターに格納することもでき
ます。この場合、コンピューターはセットアップ時にのみ必要となります。

GLMネットワークの接続は、“CONTROL NETWORK RJ-45”端
子と標準的な CATケーブルで行います。GLMコントロール・ネット
ワークはイーサネット LANと互換性がありません。イーサネット LAN
には接続しないでください。

キャリブレーションおよび運用時に役立つヒント
GLMシステムは、W371Aと（多くの場合）その上に設置されたメ

イン・モニターを組み合わせ、1つのモニターとして取り扱います。

音響キャリブレーションのプロセスは、2つの行程に分類されます。
まず、メイン・モニターの測定および補正を行います。メイン・モニター
のキャリブレーションを確定すると設定がメイン・モニターに転送され、
これが次に行うW371Aのキャリブレーションの基準設定となります。
次にW371Aのキャリブレーションを選択し、画面の指示に従ってモニ
ターとのペアリングとW371Aウーファーのキャリブレートを行います。

W371Aによる効果を確認するため、モニターのみ（W371Aウー
ファー無し）で構成されたグループを新たに作成しても良いでしょう。
まずグループを複製し、グループ定義ページ（メニュー“Group” > “Edit 
Group”）でグループ名を目的に応じて変更します（例：“Monitoros 
Only”“（モニターのみ）”等）。作成したグループのW371Aアイコン
をダブル・クリックすると、アイコンが黄色に変化しW371Aがグルー
プから削除されたことを示します。グループを確定し、画面の指示に従っ
てキャリブレートを実行します。

すべてのキャリブレーションを保存するには、キャリブレーション完
了後、設定を確定し（“Confirm Calibration”）、セットアップを保存し
ます（“Save Setup”）。

モニタリング・システムを構築する
通常は自動生成された音響キャリブレーション設定を手動で変更す

る必要はありません。ここではGLMの柔軟性を示すため、キャリブレー
ション設定を手動で変更する方法を紹介します。音響設定を手動で変更
する場合は、キャリブレート済みの設定を複製してから編集を行うこと
をおすすめします。Groupタブを開いた状態で、メニューから“Group” 
>“Duplicate Group”を選択すると、すべてのキャリブレーション設
定を含むセットアップが複製されます。メインの GLMページで編集し
たいモニターをダブル・クリックすると、Acoustic Editorが表示され
ます。この画面で各モニターの設定を調整できます。

Acoustic Editorウインドウ右下のボタンで設定を確定します。画面
がメインのGLMページに戻ります。

音響設定を手動で変更すると、現在のグループでW371Aを再キャ
リブレートする必要があります。

Groupタブにて、メニューから“Group”>“Edit Group”を選択
します。ここでグループ名を変更することも可能です。次に、W371A
がグループに追加されていることを確認します。黄色のW371Aアイコ
ンをダブル・クリックすると、アイコンが緑色に変化し、W371Aがグ
ループに追加された事を意味します。グループを確定します。モニター
のキャリブレートを実行する AutoCalページに画面が切り替わります。

表1.  フロント・パネルのLED表示まとめ

色 意味

緑色の点灯 通常の状態

緑色の点滅 GLMがモニターと通信中です

10秒毎に緑色の点滅 ISS省電力 スリープ・モードが有効です

赤色の点滅 パワー・アンプのオーバーロード保護機能が有効
です（保護回路により音声信号は変更されます）

赤色の点灯 モニターがミュートされています

黄色の点灯 モニターがアクティブな（再生中の）グループに
属していません

黄色の点滅 オーバーヒート保護機能が有効です（保護回路に
より音声信号は変更されます）
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音響設定を手動で変更したため、自動再キャリブレートの必要はありま
せん。“Skip AutoCal”をクリックします。これで手動調整したスピー
カー・キャリブレート設定が、W371Aに引き継がれます。

次にWoofer Cal画面の指示に従ってW371Aとモニターをペアリ
ングし、使用したいW371Aのオペレーティング・モードを選択、クロ
スオーバー周波数レンジを選択後（初期設定の使用も可）、最後にマイク・
アイコンをダブル・クリックすると、W371Aのキャリブレーション処
理が開始されます。W371Aの各ウーファー、次にメイン・モニターか
らスイープ音が出力され、その後、演算処理が開始されます。演算処理
の進捗状況は、GLMページに表示されます。

この行程は、W371Aのキャリブレート前にモニターのキャリブレー
ション設定を手動で編集した場合にのみ必要となります。通常この手順
は不要です。

各モードの評価
他のオペレーティング・モードを評価するには、各モード用にグ

ループを複製すると良いでしょう。“Group”タブを開き“Duplicate 
Group”を選択します。複製したグループのマイク・アイコンをダブル・
クリックし、AutoCalを再実行します。“Skip AutoCal”を押します。
次に“Woofer Cal”ページを開き、マイク・アイコンをダブル・クリッ
クして他モードのキャリブレーションを再実行します。

たとえば、モニターのみ、モニター＋W371A（補完モード）、モニター
＋W371A（指向性モード）、モニター＋W371A（Nullステアリング・モー
ド）のグループを 4つ作成し、比較テストを行うことができます。各
モードの品質を適切に比較評価するには、ある程度の期間（最大 1週間）
が必要となるかも知れません。

周波数特性のトリム
キャリブレーションを行うことで、厳密なモニタリングにも対応でき

る最先端のフラットな周波数特性を実現できます。モニタリング環境や
過去のリスニング経験により、カーブがわずかに下に傾いた周波数特性
を好むユーザーがいることも事実です。GLMの“Group”メニューに
ある“Sound Character Profiler”を用いると、各モニター・グルー
プの周波数特性を簡単に調整することができます。コンピューターと接
続せずにスピーカーを運用する場合は、“Store Group Settings”を選
択することで、このトリム設定をスピーカーに転送できます。セットアッ
プ・ファイルをコンピューターに保存することで、GLMを実行するコ
ンピューターに設定を保存可能です。

クロスオーバー・リージョンを選択する
W371Aのキャリブレーションの際、クロスオーバー周波数の範囲を

選択できます。選択できる範囲は、室内音響、W371A、リスニング・
ポジションによって変化します。モニター応答のノッチを避けることも
可能です。クロスオーバーの範囲は、初期設定で 150～ 250 Hzに設
定されています。上は 300 Hz、下は 50 Hzまでの範囲で設定可能です。
測定カーブと試聴による評価を考慮し、選択するオペレーティング・モー
ドと各設定を決定してください。大きなコンソールの背後に、前面のウー
ファーが遮られる様にW371Aを設置した場合は、低域のクロスオー
バー・レンジを 250 Hz以下に設定することをお勧めします。

動作環境
本製品は、室内での使用のみを想定して設計されています。許容周囲

温度は 15～ 35℃で、相対湿度は 20～ 80%（結露なし）です。低温
環境で保管または輸送した後に暖かい部屋に搬入した場合は、結露を防
ぐため 30分から 1時間程度放置してから製品の開封 /電源投入を行っ
てください。

W371A周囲は十分に冷却する必要があります。両側は最低 10 cm
の隙間を空けてください。壁に埋め込んで設置することは想定されてい
ません。

フロント・パネルのLED

通常時、フロント・パネルの LEDは緑に点灯し、通常のオペレーティ
ング・モードであることを示します。赤色と黄色の点灯は、特定の条件
で点灯します。詳細は表 1をご参照ください。

メンテナンス
W371Aの保守および修理は Genelec認定サービスでのみ実施可能

です。工場出荷時に施されたキャリブレーションが失われるほか、故障
の原因にもなりますので、お客様ご自身でエンクロージャーの分解等は
行わないでください。

安全性についての検討事項
W371Aは国際安全基準に準拠するようデザインされていますが、安

全な動作を確保し、ユニットを安全な動作条件下に保つため、以下の警
告と注意を順守する必要があります。

• 保守および修理をGenelec認定サービス以外の者が実施してはいけ
ません。エンクロージャーを分解することはおやめください。

• アースに非接続の電源ケーブルを接続したり、保護接地端子の無い
電源接続は、怪我の原因となります。

• 火災や感電を防ぐため、製品を水または湿気にさらさないでください。

• 花ビンなど液体で満たされた物体を製品の上や付近に置かないでく
ださい。

• アンプは主電源コードがアンプまたは電源コンセントから取り外さ
れていなければ、AC電源から完全には接続解除されません。

• 十分な冷却を保つためには、製品の周囲に空気が対流する必要があ
ります。製品周辺の空気の流れを妨げないように設置してください。

警告！
本製品は、恒久的な聴覚障害を引き起こす 85 dB以上の音圧レベ

ルを出力します。1日 8時間以上使用する場合は、音響暴露レベルを
80 dB(A)に制限することで、聴覚障害のリスクを抑えることができま
す。音響暴露レベルが 3 dB増加すると、音響エネルギーは倍増します。
つまり同じリスク・レベルを保つためには、リスニングの時間を半分に
抑える必要があります。

保証
Genelec W371Aには 2年間の保証が付帯します。さらに製品登録

を行うことで、保守パーツを含む 3年間の保証が追加されます。販売
条件や保証に関する詳細は販売店にお問い合わせください。

FCC規則への準拠
注意：本製品は、テストの結果クラス Bデジタル機器の制限に適合し、

FCC規則パート 15に準拠していることが認められています。これら
の制限は、住宅への設置によって生じる有害な干渉からの適切な保護を
目的として策定されています。本製品は無線周波数エネルギーを発生、
使用、放射するため、指示に従わずに設置および使用された場合、無線
通信に有害な干渉を引き起こす可能性があります。ただし、干渉が生じ
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ないことが保証される特別な設置方法はありません。本製品がラジオや
テレビの受信に有害な干渉を引き起こしている場合（機器電源をオン /
オフすれば判別できます）、以下の対策を 1つ以上行うことをお勧めし
ます。

• 受信アンテナの向きまたは場所を変更する。

• 機器と受信機の距離を空ける。

• 受信機が接続されているコンセントと別系統のコンセントに機器を
接続する。

• 取扱店または経験豊富な無線 /テレビ技術者に問い合わせる。（製造
者の許諾を得ずに変更を加えると、FCCに準拠しなくなり機器を操
作する権限が取り消される場合があります。）

仕様

システム仕様 W371A

低域カットオフ周波数 -6 dB（無響室、連続指向性モード） 23 Hz*

高域カットオフ周波数 -6 dB（無響室、連続指向性モード） 500 Hz**

周波数特性の精度（無響室、連続指向性モード） ± 3 dB (25 Hz - 450 Hz)

ドライバー フロント 356 mm (14 in)、リア 305 mm 
(12 in)

高調波歪、軸上@1 m、半空間、30～ 100 Hz 2次 ≤ 3% @ 100 dB SPL
3次 ≤ 2% @ 100 dB SPL

高調波歪、軸上@1 m、半空間、>100 Hz < 0.5% @ 95 dB SPL

30～ 100 Hzを平均した正弦波最大短期 SPL出力、半空間、1 m ≥ 117 dB SPL

100～ 500 Hzを平均した正弦波最大短期 SPL出力、半空間、1 m 120 dB SPL

ピンク ･ノイズによる最大ピーク SPL出力、半空間、1 m（長時間出力はドライバー保護回路により制限） ≥ 123 dB SPL

自己生成ノイズ・レベル、半空間、軸上@1 m（A特性） ≤ 15 dBA

重量 61 kg

寸法
高さ（足無し）
高さ（足あり）
幅
奥行き

 
1100 mm
1108 mm
400 mm
400 mm

信号処理セクション W371A

XLRメス・アナログ入力、バランス　10 kΩ ピン 1：グランド、ピン 2：正相、ピン 3：
逆相

最大アナログ入力信号 +25.0 dBu

アナログ入力感度（100 dB SPL @1 m） -6 dBu

調整範囲 +48 dBu～ -6 dBu

XLRメス・デジタル入力端子　110 Ω AES/EBU同軸

デジタル信号出力 /XLRオス Thru端子　110 Ω AES/EBU同軸

デジタル・オーディオ入力
ワード長
サンプル・レート
デジタル入力感度（100 dB SPL@1 m）
デジタル入力最大アッテネート
入力ゲイン選択（GLMコントロール）

 
16～ 24 bits
32～ 192 kHz
-30 dBFS
48 dB
（+6、+12、+18 dB）

コントロール・ネットワーク
タイプ
接続およびケーブル 
システム ･キャリブレーション

 
独自のＧＬＭ™ネットワーク
RJ45、標準 CAT5以上のケーブル × 2
AutoCal

入力／出力接続 アナログ XLR入力× 1、アナログ・スルー
× 1、XLRデジタル AES/EBU入力× 1、
デジタル・スルー× 1

* 室内 LFロールオフ -6 dBターゲット：19 Hz
** HFロールオフは、オペレーティング・モードおよび室内特性によって決定されます（150 Hz～ 300 Hz）。
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図15.  W371Aの垂直指向性／Nullステアリング・モード - 床面による減衰 

図13.  W371Aの水平指向性／Nullステアリング・モード - 背面壁による減衰

図14.  W371Aの水平指向性／Nullステアリング・モード - 側面壁による減衰
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図11.  音響軸上および軸外水平15度、30度、45度、60度におけるW371A
の周波数特性 - 連続指向性モード

図12.  W371Aの水平指向性・連続指向性モード 

アンプ ･セクション W371A

アンプ瞬間出力（長時間出力はドライバー保護回路により制限） 400 + 400 W

アンプ・システム THD（通常出力時） <0.01%

電圧 AC100～ 240 V 50/60 Hz

消費電力
スタンバイ（ISS有効）
オフ
フル出力、ピーク

 
<2 W
40 W
600 W
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図16.  W371A寸法

SMART ACTIVE MONITOR
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This device complies with FCC Part 15 and Canadian ICES 003
radio frequency Class B emission requirements. Refer to
operating manual for full information.

MADE IN
FINLAND

SERIAL NUMBER

www.genelec.com

W371A

WARNING: ELECTRIC SHOCK HAZARD. DO NOT OPEN. DO NOT SUBJECT
TO WATER OR MOISTURE. NO USER SERVICEABLE PARTS INSIDE. REFER
SERVICING TO QUALIFIED PERSONNEL. USE EARTHED MAINS CONNECTION
ONLY.
AVERTISSEMENT RISQUE DE CHOC ÉLECTRIQUE. NE PAS OUVRIR. NE
PAS EXPOSER À L'EAU OU L'HUMIDITÉ. AUCUN COMPOSANT À
L'INTÉRIEUR REMPLAÇABLE PAR L'UTILISATEUR. ADRESSER TOUTE
RÉPARATION À UN PERSONNEL QUALIFIÉ. CET APPAREIL DOIT ÊTRE
RACCORDÉ À LA TERRE.
LAITE ON LIITETTÄVÄ SUOJAKOSKETTIMILLA VARUSTETTUUN PISTORASIAAN.
APPARATET MÅ TILKOPLES JORDET STIKKONTAKT.
APPARATEN SKALL ANSLUTAS TILL JORDAT UTTAG.
APPARATETS STIKPROP SKAL TILSLUTTES EN STIKKONTAKT MED JORD
SOM GIVER FORBINDELSE TIL STIKPROPPENS JORD.
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株式会社ジェネレックジャパン
＜本社＞
107-0052 
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www.genelec.jp/customer-service/

修理お問い合わせ先 
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